
JP  2021-32696  A   2021.3.1

(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】鋳造材の耐疲労強度（剪断強度）を簡単かつ低

コストで迅速に予測することができる方法を提供する。

【解決手段】所望の圧延条件における鋳鉄材の剪断疲労

強度を予測する方法は、(1)圧延ロール外層材と同じ組

成を有する鋳造された素材から少なくとも2つの試験片

を作製し、(2)前記試験片に対してその軸心方向に圧縮

応力をかけた状態で、圧延でかかるより大きな複数レベ

ルの軸心回りの剪断応力を繰り返し付与して、前記試験

片の表面に剪断き裂を発生及び進展させることにより破

断までの捩り回数を測定し、(3)破断までの捩り回数の

測定値を剪断応力振幅－捩り回数の両対数グラフにプロ

ットすることにより剪断応力振幅－捩り回数の直線を求

め、(4)前記直線を圧延で要求される破断までの捩り回

数まで外挿することにより、破断までの所望の捩り回数

における剪断応力振幅を求め、それを前記鋳鉄材の剪断

疲労強度とすることからなる。
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